
 

 

 

 

令和７年度 和歌山県認知症キャラバン・メイト養成研修開催要項 

 

１ 目 的  

地域で暮らす認知症の人やその家族を応援する「認知症サポーター」をつくる「認知症サ

ポーター養成講座」の講師役「キャラバン・メイト」を養成する。 

 

２ 実施主体  和歌山県、全国キャラバン・メイト連絡協議会 

 

３ 受講対象者 

  次のいずれかの要件を満たす者で、年間１０回程度を目安に（最低実施数３回）、「認知

症サポーター養成講座」を原則としてボランティアの立場で行える者 

（１） 認知症介護指導者養成研修修了者 

（２） 認知症介護実践リーダー研修（認知症介護実務者研修専門課程）修了者 

（３） 介護相談員 

（４） 認知症の人を対象とする家族の会 

（５） 上記に準ずる者 

5-1 行政職員（保健師、一般職等） 5-2 地域包括支援センター職員 

5-3 介護従事者（ケアマネジャー、施設職員、在宅介護支援センター職員等） 

5-4 医療従事者（医師、看護師等） 5-5 民生児童委員 

5-6 その他（ボランティア等） 

       

４ 研修日程及び定員 

 【紀北会場】 

   日時  令和７年１０月２９日（水）１０時００分～１７時００分（9時３０分受付開始） 

   場所 和歌山県勤労福祉会館プラザホープ ４階ホール 

（和歌山県和歌山市北出島１－５－４７） 

   定員 ６０名程度 

 

 【紀南会場】 

   日時  令和７年１１月２０日（木）１０時００分～１７時００分（9時３０分受付開始） 

   場所 和歌山県立情報交流センターＢｉｇ・Ｕ 会議室１ 

（和歌山県田辺市新庄町３３５３－９） 

   定員 ６０名程度 

   

５ 研修内容及び時間  別紙カリキュラム参照 

 

６ 受講費用 無料（参加のための交通費・宿泊費等は本人負担とする） 

 

７ 申込方法 下記 URL もしくは QR コードよりお申し込みください。 

  https://logoform.jp/form/WEVN/1046751 

   

  

８ 提出期限  令和７年７月１１日（金）１７時００分まで 

  受講希望者が定員に達した時点で申込受付を終了しますので、あらかじめ御了承ください。 

 

９ 受講決定 

  令和７年７月３１日（木）までに受講決定通知書をメールで送付します。期日を過ぎても

通知書が届かない場合はご連絡ください。 



 

 

 

１０ キャラバン・メイト登録について 

  「認知症サポーター養成講座」を継続的に（最低３回）実施する者をキャラバン・メイト

とし、全国キャラバン・メイト連絡協議会に和歌山県を通じて登録されます。 

  登録者の情報は、「認知症サポーター養成講座」の実施を目的として、各市町村事務局に

提供されます。 

 

１１ 個人情報の取り扱いについて 

  「受講申込書」に記載された個人情報については、県及び各市町村事務局において本来の

目的以外には使用せず、適正に取り扱います。 

 

１２ 問い合わせ先 

  認知症サポーターキャラバン和歌山県事務局 

（和歌山県 長寿社会課 地域包括ケア推進班） 担当 東・関 

   住 所： 〒６４０－８５８５和歌山市小松原通１－１ 

ＴＥＬ： ０７３－４４１－２５２１ 

E-mail： 東 higashi_r0032@pref.wakayama.lg.jp 

関  seki_r0003@pref.wakayama.lg.jp 
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内容 目的 時間 担当講師

Ⅰオリエンテーション
　*　あいさつ
　*　受講にあたって
　*　研修内容、すすめ方
　*　キャンペーン・ビデオ上映（15分）
　*　認知症サポーターキャラバンについて

①キャラバン、事業展開の趣旨を理解する。
②自治体としての事業の位置づけの理解徹底。

10:00～
10:20
(20分)

和歌山県

Ⅱ認知症サポーターに伝えたいこと
　○認知症を理解する
　　認知症とはどういうものか
　　認知症の症状
　　中核症状
　　行動・心理症状とその支援
　　認知症の診断・治療
　　認知症予防についての考え方
　　認知症の人と接するときの心がまえ
　　認知症介護をしている人の気持ちを理解する

①認知症サポーター養成講座でサポーターに伝
える内容について学習する。

②認知症とはどういう病気なのか、認知症の人や
介護をしている人をどう支援したらよいのかを理
解する。

10:20～
12:20

(120分)

認知症介護指導者
長森　秀尊

Ⅲ　認知症サポーター養成講座の運営方法
　１　サポーター講座の講義内容例

　　　サポーター講座の内容のポイントを確認しよう

　　○各地のサポーター講座の様子（適宜））
　　○サポーターの活動事例

標準教材に準拠した標準的講座用スライドの活
用法を説明。
※スライドは協議会より提供のものを使用

全国各地の講座の模様をスライドで紹介。
（住民、職域、学校）
チームオレンジの概要紹介

13:20～
13:45
(25分)

和歌山県

２　キャラバン・メイトの役割と講座運営の実際

　○サポーター養成講座の企画・運営のポイント
　
　
　　　　グループワーク①
　　　　　講座の展開に協力してもらえそうな機関等
　　　　　はどこだろう

　　　　　　…講座の開催先を考える

①認知症の人を地域で支える視点。

②認知症の人の助けになる地域の社会資源や
ネットワークを確認する。

③キャラバン・メイトの役割の理解とサポーター養
成講座の対象者を検討。

④サポーター養成講座を展開するうえで協力して
もらう機関の洗い出し。

⑤グループワーク②③の中で、認知症サポー
ターとしてできること（第２章該当）を押さえる。

　　　グループワーク②
　　　　受講者に合わせたカリキュラムを
　　　　つくってみよう

①サポーター養成講座の運営方法を確認する。

②サポーター養成講座の企画や講座のポイント
について理解する。

③サポーター養成講座受講対象者別カリキュラ
ムの作成。

Ⅳ  事務連絡
　　キャラバン・メイト登録について
　 　修了証　授与

16:45～
17:00
(15分)

和歌山県

　※休憩時間を適宜はさむ 計 350分 （５時間５０分）

昼休憩（12:20～13:20）

13:55～
16:45

(170分)

（紀北会場）
認知症介護指導者

田端　恵美

（紀南会場）
認知症介護指導者

川口　利恵

令和７年度　和歌山県認知症キャラバン・メイト養成研修　カリキュラム


